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生存時間解析において、背景要因による調整をしたい場合にはコックスの比例ハザードモデル

がよく用いられる。コックス回帰の背景要因の効果はハザード比として提示されるものの、その

解釈は直感的なものとは言い難い。本稿では、ケースコントロール研究で利用されることの多い

ロジスティック回帰モデルを用いて、解釈の比較的容易なオッズ比による生存時間解析[1]を提案

する。生存時間データにおいてオッズ比は時間とともに変化する回帰係数[2]、すなわち変化係数

として扱うことができ、推定にはニュートン・ラフソン法を用いる。また、変化係数の信頼区間

としては測定時点ごとではなく、観測期間すべてを含む同時信頼区間によって与える[3]。そし

て、提案手法による推定値の実データにおける収束の程度を検証するためにモンテカルロ法によ

る数値実験を行う。さらに、2 群の急性白血病の寛解期間データ[4]に対して提案手法を適用す

る。数値実験の結果、初期値をうまく取れば、数回の更新で収束する安定した推定値が得られ

た。実データの解析においては、オッズ比は時間とともに変化する様子が視覚化されたが、検定

の結果、オッズ比は定数と判断された(下図参照)。 

図. 生存データ[4]に対する提案手法による生存時間曲線（左）とオッズ比（右） 
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